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令和７年度  事業計画

令和７年度  事業予算

項　目

収 入 の 部
比率（％）金　額（円）

会員会費
市補助金※

協 賛 金
繰 越 金
雑 収 入
合　計

14%
76%
1%
9%
0%

794,400
4,331,000
75,000
513,810
1,500

5,715,710 100%

項　目

支 出 の 部
比率（％）金　額（円）

部会活動費※

事 業 費
事 務 費
会 議 費
予 備 費
合　計

48%
35%
11%
3%
3%

2,760,000
1,980,000
605,000
180,000
190,710
5,715,710 100%

方針 ： 「地域とつながる」を合言葉にさまざまな場面で地域の方々とのコミュニケーションを大切にします

春季スポーツ大会（ボウリング）

ふれあい芸能発表会
秋季運動会
コミュニティまつり

教養セミナー（13講座）

7月5日
8月23日
10月12日

11月15~16日
5月~12月

7月24日
11月5日
2月15日

地域コミュニティの拠点として、
皆さまに親しまれる会運営を推
進します

モルック教室
ノルディックウォーキング

7月6日

12月14日

スポーツを通じ、地域の方々の交
流と体力増進を推進。いい汗流
しましょう！

共通行事

福祉講習会
元気はつらつ歩く会
交通安全大会

地区の交通安全啓蒙活動や危険
個所点検・福祉・防火等の啓蒙活
動の推進

安全福祉部会

8月24日
9月、10月
11月23日

環境講座
環境美化運動　
秋の花植え

潤いのある地域の環境美化の促
進と省資源運動を通じて生活環
境の確保

環境部会

文化部会体育部会

少年の主張大会
中学校お泊り会
読み聞かせワークショップ

バルーンアートワークショップ

お菓子作りとラッピング

7月9日
8月16~17日

9月20日

12月13日
2月1日

各種事業を通じ、地域の青少年
健全育成活動を推進

文化教室（那珂湊の歴史）
JR勝田車両センター見学会

国立西洋美術館鑑賞

7月6日

9月20日
11月29日

心豊かな生活環境推進のため、
芸術や地域の歴史・文化を知る教
室の開催

青少年部会

※本会が当番の少年の主張大会費が増額されています
７月以降の行事を紹介しています。詳しくは、事務局（274-5222）まで
お問合せください。

地
域
で
守
る
安
全
な
街
づ
く
り
の
活
動

地
域
で
守
る
安
全
な
街
づ
く
り
の
活
動

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

田
彦
中
学
区

  

地
域
づ
く
り
の
会

 

会 

長　 大
橋 

恒
雄

たびこ
子ども会

新生「たびこ子ども会」11世帯13名（2名
の新入生加入）で活動開始しました。

本年度の活動内容
５月　早く走るための教室 ／ 新入生歓迎会
　　　街かど花いっぱい運動（自治会）
６月　親子ふれあい地引網（市子連）
７月　親子レクリエーション（市子連）
　その他にレクリエーション・クリスマス会・6年生を送る
会等を計画しています。地域の行事にも参加予定です。
　楽しく、魅力的な行事が多数あります。
　一緒に活動してくれるお友達を随時募集しております。
　ご加入をお待ちしています。
問合せ：tabikokodomokai@gmail.com

編

集

後

記

　
今
号
よ
り
子
育
て
世
代
の
方
々
か
ら

田
彦
地
域
への
思
い
を
寄
稿
し
て
い
た
だ

い
た
。
時
間
を
か
け
て
培
っ
て
き
た
地

域
の
人
々
の
繋
が
り
や
地
域
への
思
い
は

心
打
つ
も
の
が
あ
っ
た
。
近
年
自
治
会

加
入
率
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
事
を
読
め
ば
ま
だ
ま
だ

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
の

為
に
も
積
極
的
に
広
報
誌
に
取
り
上

げ
て
皆
さ
ん
に
田
彦
地
域
の
良
さ
を

知
って
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。（
中
村
）

（1）第 94号 2025 年（令和 7年）7月10日 田 彦 中 学 区 地 域 づくりの 会田 彦 中 学 区 地 域 づくりの 会 （4）第 94号 2025 年（令和 7年）7月10日

背景は、田彦コミセン花壇

世
代
を
越
え
る
繋
が
り

田
彦
西
自
治
会
　
菊
池
　
正
寿

　
「
い
っ
て
き
ま
す
」
と
響
く
子
供
た

ち
の
元
気
な
声
に
日
々
成
長
を
感
じ
る

毎
日
で
す
。
そ
し
て
、
向
か
う
の
は
、

私
も
通
っ
た
田
彦
小
学
校
。
私
も
こ
の

田
彦
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
私
が
子

供
の
頃
は
、
ま
だ
こ
の
辺
り
も
畑
や
田

ん
ぼ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

そ
の
殆
ど
が
住
宅
地
と
な
り
、
町
並
み

は
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

変
わ
ら
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
が
人
々
の
繋
が
り
で

す
。
私
自
身
、
子
供
の
頃
か
ら
地
域
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
や
地
区
運
動
会

は
、
色
々
な
世
代

の
方
々
と
一
緒
に

参
加
す
る
事
が
で

き
て
、
子
供
な
が

ら
に
と
て
も
楽
し

か
っ
た
事
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
現

在
は
そ
の
イ
ベ
ン
ト
に
子
供
た
ち
と
一

緒
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の

楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
る
と
、
こ
ち
ら

も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
田
彦

に
住
む
方
々
の
繋
が
り
や
、
地
域
に
対

す
る
思
い
が
ま
た
こ
う
や
っ
て
子
供
た

ち
に
笑
顔
と
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
与

え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
田
彦
の
街
に
生
ま
れ
育

ち
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
事
が

で
き
て
幸
せ
で
す
。

田
彦
の
良
さ

大
島
公
園
西
自
治
会
　
関
根
　  

希

　

私
の
家
は
、
祖

父
の
代
か
ら
田
彦

に
住
み
続
け
て
い

ま
す
。
私
も
大
学

や
仕
事
が
県
外
の
時
期
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
も
田
彦
か
ら
通
い
ま
し
た
。

な
ぜ
田
彦
に
住
み
続
け
て
い
る
か
と
い

う
と
、
3
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

1
つ
は
、
公
共
の
施
設
が
揃
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
近
所
に
は
小
中
学
校
だ

け
で
な
く
公
園
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
あ

り
、
小
さ
い
頃
は
遊
び
場
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら

は
、
福
祉
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
、
何
か
が
あ
る
と
き
は
誰
か

が
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
安
心
感
が
あ

り
ま
す
。
子
供
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
お
店
も
あ
り
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

方
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

1
つ
は
、
家
族
や
近
所
の
人
、
友
人

が
い
る
か
ら
で
す
。
近
所
に
住
ん
で
い

子
ど
も
会
活
動
を
通
じ
て

田
彦
東
自
治
会
　
野
口
　
友
子

　

長
男
が
小
学
校
に
入
学
と
同
時
に
子

ど
も
会
に
加
入
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

や
親
の
仕
事
の
都
合
で
あ
ま
り
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
昨
年
は
子
ど
も
会
の
会
長
と

な
り
、
一
年
間
様
々
な
地
域
の
活
動
に

参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
家
庭
の
予
定
と
調
整
を
し
な

が
ら
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
け
る
か

不
安
で
し
た
が
、
自
治
会
や
地
域
づ
く

り
の
会
の
方
々
か
ら「
無
理
の
な
い
範

囲
で
良
い
ん
だ
よ
」や「
家
庭
を
優
先
し

て
ね
」と
言
っ
て
頂
い
た
こ
と
で
気
持

ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
運
動
会
や
キ
ャ
ン
ド
ル
祭
り
等

の
行
事
に
参
加
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、

　

ひ
た
ち
な
か
地
区
防
犯
協
会
に
所
属

す
る
田
彦
中
学
区
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
隊
員
80
名
）の
活
動
報
告
と
防
犯
連
絡

員
田
彦
分
会
員（
1
0
7
名
）の
委
嘱
式

及
び
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

隊
と
分
会
の
ま
と
め
役
に
田
彦
西
自

治
会
長
の
宮
崎
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
は
、
毎

週
青
色
回
転
灯
車
に
よ
る
田
彦
地
区
内

の
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月

に
東
大
島
地
内
で
発
生
し
た
殺
人
事
件

の
際
に
は
、
小
中
学
校
と
連
携
し
子
ど

も
た
ち
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ
巡
回
を

行
い
ま
し
た
。

　

防
犯
連
絡
員
田
彦
分
会
で
は
、
市
内

で
行
う
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
活
動

や
地
区
内
の
登
旗
に
よ
る
防
犯
啓
蒙
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
巧
妙
な

振
込
め
詐
欺
や
凶
悪
な
押
込
み
強
盗
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
何
で
も

話
せ
る
近
所
付
き
合
い
が
重
要
に
感
じ

ま
す
。

　

ま
た
、自
治
会
で
は
、防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
に
よ
る
自
治
会
内
の
見
回
り
や
防

犯
灯
の
設
置

管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
に
密

着
し
た
活
動

が
地
域
の
暮

ら
し
を
守
っ

て
い
ま
す
。

初
夏
の
静
峰・ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

体
育
部
会
　
山
田
　  

隆

　

6
月
1
日（
日
）那
珂
市
静
峰
ふ
る
さ

と
公
園
で
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
に
も
負
け
ず
新
緑
の
宴
を
楽
し
み

る
方
は
世
代
交
代
が
あ
っ
て
も
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
の
時
代
、

近
所
と
の
関
係
は
希
薄
に
な
る
の
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
は「
知
っ
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
」

と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
の
1
つ
は
、
周
り
の
方
が
優
し

い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
田
彦
に
住
み
続

け
る
一
番
の
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。
近

所
を
歩
い
て
い
る
と
声
を
か
け
て
く
れ
、

祖
母
が
家
で
困
っ
て
い
た
時
は
、
裏
か

ら
声
を
か
け
て
心
配
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
も
い
ま
す
。
お
互
い
を
知
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
の
温
か
い
関
わ
り
だ
と
感
じ

ま
す
。
私
は
、
こ
の
地
域
に
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
7
年
度
総
会
で「
田
彦

中
学
区
地
域
づ
く
り
の
会
」会
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
。
ま
た
、田
彦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
同
様
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

田
彦
中
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
重

点
事
項
に「
地
域
と
つ
な
が
る
」を
掲
げ
ま

し
た
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
我
が
地
域
も

自
治
会
員
の
減
少
や
社
会
環
境
の
変
化

等
に
よ
り
、
子
ど
も
会
組
織
の
解
散
等
が

あ
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
先
輩
方
々
が
太

く
、
連
綿
と
紡
い
で
き
た
地
域
の
つ
な
が

り
が
細
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
や
ネ
ッ
ト
社
会
の
進
展
に
よ
り
、

世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
乖
離

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
た
な
発

想
で
活
動
内
容
の
発
信
強
化
や
事
業
を

通
じ
て
、
協
働
の
価
値
の
共
有
化（
共
助
）

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ミ
セ
ン
に
つ
い
て
は
、
利
用
し
や
す

く
、
清
潔
感
が
あ
り
、
愛
さ
れ
る
施
設
を

目
指
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
涼
み
ど
こ
ろ
と
し
て
、
井
戸

端
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
私
自
身

も
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
が
自

治
会
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
通
じ
て

子
供
た
ち
を
見
守
り
、
楽
し
く
過
ご
し

て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
り
、

子
を
持
つ
親
と
し
て
本
当
に
有
り
が
た

い
で
す
。

　

今
後
も
こ
の

地
域
に
住
ん
で

い
る
一
員
と
し

て
、
家
族
で
地

域
活
動
に
参
加

し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

に
集
ま
っ
た
勇
姿
の
方
々
33
名
。

　

静
峰
公
園
は
、
2.8
㎞
の
コ
ー
ス
で
比

較
的
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
起
伏

も
あ
り
変
化
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で

す
。
こ
の
日
は
、
小
雨
に
濡
れ
た
草
木

の
新
緑
の
競
演
が
何
よ
り
の
ベ
ス
ト

コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
め
て

の
コ
ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
。
終
了
後
、
も
う

一
度
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
人

も
い
ま
し
た
。
終
了
す
る
こ
ろ
に
は
雨

も
上
が
り
、
参
加
者
か
ら
は「
自
然
が

豊
か
で
素
晴
ら
し
い
。
是
非
、
個
人
で

も
ま
た
来
た
い
」と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

12
月
晩
秋
の

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
❶

シ
リ
ー
ズ
❶

頑
張
る
子
育
て
世
帯

頑
張
る
子
育
て
世
帯

頑
張
る
子
育
て
世
帯

頑
張
る
子
育
て
世
帯

地
域
と
つ
な
が
り



❶ グリーンベルト塗装：堂端 ／ 太田街道入口 ／ 田彦東 他
❷ オレンジポール設置：アオキ前歩道 ／ ヨークタウン西側
❸ ガードレール設置：二郎ラーメン ／ 勝田聖書協会等付近水路 他
❹ その他：道路標示 ／ 横断歩道再塗装・立看板やミラー設置・
 　　　　　歩道水溜りの修繕など

グリーンベルト塗装オレンジポール設置

危
険
箇
所
点
検
と
対
策

安
全
福
祉
部
会

　猿
田

　美
穂

５自治会が中心になり、
地域の通りや花壇に
季節の花がいっぱい街かど花いっぱい運動街かど花いっぱい運動

　6月1日（日）、午前７時から、総勢39名が集
合。前日からの雨も上がりこの日は、曇り空。

　和気あいあいと挨拶を交わし、世間話と花植えの作業の
絶妙なバランスで作業が進みます。子供たちは、掘り返した
土の中の虫に驚きながら嬉しそうに苗を植えていきます。
　苗を運ぶ人。土を起こし、草を取る人。地域の阿吽の呼
吸で作業分担。
　下田彦南交差点から東に向かって古谷ホーム前までの道
路両側の植樹桝56か所にみずみずしいマリーゴールドの苗
を500本植えました。
　参加した皆さんの心にも花が咲いたような気がします。

　6月1日　曇天　暑くなく、前日からの雨上
がり、植栽後の水やりの心配なく、絶好の花
植え日和。大人・子供達総勢45名の協力者を得て、午前7時から2
班に分かれて植栽作業の開始となりました。
　今年もマリーゴールド550鉢。作業は順調に進み予定時間より早
めに終了となりました。年々参加者も増えつつあることから、子供達
が楽しみながら植え付けができるよう作業道具なども整えました。
　お父さんやお母さんが穴を掘り子どもたちが花を植える。そこに
会話が弾み、笑顔がある。花って不思議な力があるね。
　１時間余りの作業が無事終了。ご参加の皆様方に感謝します。大変お疲れさまでした。
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自治会
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毎
年
5
月
に
安
全
福
祉
部
会
・
交
通

安
全
父
母
の
会
合
同
で
田
彦
小
学
区
内

児
童
の
通
学
路
に
つ
い
て
、
危
険
箇
所

の
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、「
安
全
施
設
等
要
望
書
」
に
ま
と
め
、
市
役

所
生
活
安
全
課
に
提
出
。
要
望
は
市
役
所
か
ら
警
察
署
に
連

携
さ
れ
、
審
査
後
翌
年
2
月
に
回
答
書
を
頂
い
て
い
ま
す
。

要
望
の
中
か
ら
順
次
対
応
が
な
さ
れ
ま
す
が
、
一
朝
一
夕
と

は
い
か
な
い
場
合
が
多
く
、
根
気
強
く
継
続
し
た
働
き
か
け

が
大
切
で
す
。

　
状
況
に
よ
っ
て
改
善
が
不
可
能
な
事
案
も
あ
り
、
そ
の
場

合
は
よ
り
安
全
性
の
高
い
通
学
路
へ
の
変
更
提
案
を
受
け
る

な
ど
官
民
一
体
と
な
っ
て
真
剣
に
児
童
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
要
望
の
中
か
ら
実

現
さ
れ
た
安
全
施
設
の
一
部
ご
紹

介
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
近
所
に
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
活
動

を
身
近
に
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
甚

で
す
。
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渡邊  紀昭

　６月1日(日)街かど花いっぱい運動が行われ
ました。
　例年、この時期に合わせてシルバーセン
ターの方が街路樹桝等の除草を行っていまし
た。今年は、５月後半からの雨天が続き除草
作業が遅れていたため、前もって自治会有志による除草作業が行われました。
　当日の花植えは、子供を含む自治会の皆様44名が集まり、大島陸橋を起点に大島公園方面とマラソン道路の二
手に分かれ720本のマリーゴールドを楽しそうに植えました。昨年より花の苗を増量しましたので、一斉に開花する
のが楽しみです。道行く人たちの心が和むことを願っています。

西大島
自治会
西大島
自治会

勝村　稔

　5月25日（日）雨模様の中、田彦東ゆうゆう
クラブと募集で参加した有志35名により、田
彦東公園と資源回収集積所の花壇に花を植
えました。
　花植え準備としての除草と配置計画と購入手配を事前に済ませ、当日は皆で購入した花を仮置きしながら配置
を議論して植えました。今年は、プランターを増設し、花の種類と本数を増やしてより広い花壇としました。
　地域の方の憩いの場としての公園と循環型社会の一助として「資源回収集積所に、これからもたくさんの人が
集まる場所にしようね」と会話をしながら楽しく行いました。散歩や通勤・通学の方が鮮やかな花の成長を見て、
和んでいただけたら幸いです。
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譲原  健作

田彦西
自治会
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小坂  哲生

堂 端
自治会
堂 端
自治会

寺門　武

　6月7日(土)梅雨入り前の晴天の下、98名の
参加者。
　勝田電車区西交差点から高場陸橋西交差
点までのマラソン道路と外野跨線橋下の植

樹桝150か所に1,200株のマリーゴールドを植えました。
　親子で参加された方、お一人で参加された方、ご近所の友人で参加された方、参加の形態はい
ろいろありましたが、同じ目的で静かに作業する姿には、一体感を感じました。
　ここを通るドライバー、歩行者の方が心穏やかに眺めてもらえると思います。また、子供たちが
何年か後に、きれいな花が植えられていたな、と思い出してもらえたらうれしいですね。
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